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1 本説明書について 

1.1 警告 

資料構成 意味 

 危険 

原因（/結果）  
違反した場合の結果（該当する場合）  
‣ 是正措置 

危険な状況を警告するシンボルです。この状況
を回避できなかった場合、重傷または致命傷を
負う可能性があります。 

 警告 

原因（/結果）  
違反した場合の結果（該当する場合）  
‣ 是正措置 

危険な状況を警告するシンボルです。この状況
を回避できなかった場合、軽傷またはそれ以上
の傷害を負う可能性があります。 

注意 

原因/状況  
違反した場合の結果（該当する場合）  
‣ アクション/注記 

器物を損傷する可能性がある状況を警告するシン
ボルです。 

1.2 シンボル 

シンボル 説明 

 
レーザー放射を示すシンボルは、Raman Rxn2 システムの使用時に危険な可視レーザー
光に暴露する危険性をユーザーに警告するものです。 

 
高電圧シンボルは、人体に危害を与えるほどの高電位の存在を作業員に警告するもので
す。一部の産業では、特定のしきい値を超える高電圧を指します。高電圧のかかる機器
や導体については、特別な安全要件と安全手順を満たす必要があります。 

 

CSA 認証マークは、本製品が適用される北米規格要件を試験し満足していることを示し
ます。 

 
WEEE シンボルは、本製品を未分別の廃棄物として廃棄することが禁止されており、
回収/再利用のために分別回収施設に送る必要があることを示します。 

 
CE マークは、欧州経済地域（EEA）内で販売される製品について、健康、安全、環境に
関する保護基準に適合していることを示します。 

1.3 米国輸出管理規則の遵守 

Endress+Hauser は、そのポリシーにおいて、米国商務省安全保障局のウェブサイト Bureau 
of Industry and Security で詳述されている米国輸出管理法を厳格に遵守しています。 

https://www.bis.doc.gov/
https://www.bis.doc.gov/
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2 安全上の基本注意事項 

作業員または施設に危険が及ぶのを回避するために、このセクションを注意してお読みく
ださい。レーザーの安全性に関する追加情報、危険場所用の認証、安全上の注意事項につ
いては、Raman Rxn2 安全上の注意事項（XA02700C）を参照してください。 

2.1 作業員の要件 

• 計測システムの設置、設定、操作、メンテナンスは、専門のトレーニングを受けた技
術者のみが行うようにしてください。 

• 作業を⾏う技術者はプラント管理者から特定作業の実施許可を受ける必要があります。 

• 電気接続は電気技師のみが実施できます。 

• 作業を行う技術者はこれらの簡易取扱説明書を読んで理解し、その内容に従う必要が
あります。 

• 測定点のエラーを修正できるのは、トレーニングを受け、実施許可を得た技術員に
限られます。本書に記載されていない修理は、直接製造元において、またはサービ
ス部門のみが実施できます。 

2.2 指定用途 

Raman Rxn2 アナライザは、ラボまたはプロセス開発環境における固体、液体、または混
濁測定物の化学組成測定用に設計されています。 

Raman Rxn2 は特に以下の用途に適しています。 

• 化学反応の終点監視 

• 固形物の結晶度監視 

• アップストリームの細胞培養または発酵バイオプロセスにおける重要工程パラメータ
の監視と制御 

• 植物由来のタンパク質、乳製品固形分、細胞ベースの食品の分子構造と組成 

• 低分子医薬品の多型同定と監視 

指定の用途以外で本機器を使用することは、作業員や計測システム全体の安全性を損なう
恐れがあるため容認されません。 
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2.3 労働安全 

• 指定用途以外には Raman Rxn2 を使用しないでください。 
• 電源コードをカウンターの上や高温の表面など、電源コードの完全性が損なわれるよ

うな場所に垂らさないでください。 
• Raman Rxn2 のエンクロージャーを開けないでください。 
• レーザー光を直視しないでください。 
• 放射されたレーザー光が制御されずに、鏡面や光沢面から反射しないようにしてくだ

さい。 
• 作業場所にある光沢面を最小限に抑え、必ずレーザー光ブロックを使用してレーザー

光の散乱を防止してください。 
• アナライザに取り付けられた未使用のプローブを、キャップまたはブロックのない状

態で放置しないでください。 

2.4 使用上の安全性 

全測定点の設定を実施する前に： 

1. すべての接続が正しいことを確認してください。 
2. 電気ケーブルおよび光ファイバー接続に損傷がないことを確認してください。 
3. 損傷した製品を使用しないでください。誤って使用することがないよう、保護してお

いてください。 

4. 損傷のある製品にはその旨を明記したラベルを掲示してください。 
使用中： 

1. 不具合を修正できない場合は、製品を停止し、意図しない作動から保護してください。 
2. サービスおよびメンテナンス作業時以外はドアを閉めたままにしてください。 
 

 警告 

アナライザ作動中の作業により、有害物質への暴露の危険があります。 
 化学物質または生物材料への暴露を制限するための標準的な手順に従ってください。 
 防護服、保護メガネ、保護手袋などの個人用保護具の着用や、アナライザの設置場所

への物理的なアクセス制限に関する現場の方針に従ってください。 
 適切な現場の方針および清掃手順に従って、漏出物を清掃してください。 
 

 警告 

アナライザのドアストッパ機構により負傷する危険があります。 
 エンクロージャーを開ける必要がある場合は、必ずアナライザのドアを完全に開き、

アナライザのドアストッパを適切にロックしてください。 
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2.5 製品の安全性 

本製品は指定用途における各国の安全要件に適合するよう設計され、テストされて安全に
操作できる状態で工場から出荷されています。適用されるすべての規制および国際規格に
準拠します。アナライザに接続された機器は、該当する安全基準にも準拠する必要があ
り、ユーザーはプローブ固有の製品の安全性に関する注意事項に従ってください。 

2.6 IT セキュリティ 

当社が提供する保証は、取扱説明書の記載内容に従って機器を設置および使用した場合に
のみ有効です。本機器は、不注意による機器設定の変更を防止するためのセキュリティ機
構を備えます。 

事業者が定める IT セキュリティ規格に従って、機器および関連するデータ伝送の保護を
強化するために策定される IT セキュリティ対策については、事業者側が実施する必要が
あります。 
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3 製品説明 

3.1 Raman Rxn2 アナライザ 

Kaiser ラマンテクノロジーを搭載した Raman Rxn2 アナライザは、Raman RunTime 制御
ソフトウェアを内臓した専用組込みシステムです。ラマン分光法は、中赤外分光法のよう
な化学的特異性と近赤外分光法のようなサンプリングの容易さを提供します。可視または
近赤外のスペクトル領域で作動するラマン分光法は、サンプルパージや特殊なサンプリン
グ機器を使用することなく、ファイバー接続プローブを用いて、その場（in situ）で振動
スペクトルを収集することができます。 
Raman Rxn2 アナライザには、 シングルチャンネル、4 チャンネル、Hybrid、Starter とい
う 4 つの構成があります。すべての Raman Rxn2 アナライザは、各分析の妥当性を保証す
るために、独自の自己監視システムを採用しています。このアナライザは、過酷な環境下
での 2 点自己校正機能を備えており、システム校正が不要な場合は、自己診断およびスペ
クトル補正方法を利用できます。安定した計量化学分析と機器間のモデル移設には、この
アナライザの高い精度が不可欠です。一連の Raman Rxn2 アナライザは、プローブサンプ
リングポイントへのリモート光ファイバー接続が可能で、フレキシブルな設置に対応しま
す。また、Raman Rxn2 アナライザのすべての構成は、Endress+Hauser のラマン光ファイ
バープローブおよびオプティックと組み合わせて使用するように設計されています。すべ
ての Raman Rxn2 構成のオプションとして、人間工学に基づいた可動式カート（プローブ
とオプティック収納部を内蔵）を使用できます。 

3.1.1 Raman Rxn2 シングルチャンネルおよび 4 チャンネル構成 

Raman Rxn2 シングルチャンネル構成には、1 つのサンプルの正確な測定、収集、監視、
分析のために、1 つの光ファイバーサンプリングプローブコネクタがあります。Raman 
Rxn2 4 チャンネル構成は、4 つの光ファイバーサンプリングプローブコネクタを備えてい
ます。Raman Rxn2 シングルチャンネルまたは 4 チャンネル構成は、532 nm、785 nm、
または 993 nm のいずれかの励起波長レーザーで使用できます。 
Raman Rxn2 シングルチャンネルおよび 4 チャンネル構成は、ライフサイエンス、化学、
食品および飲料産業の分析ラボまたはプロセス開発ラボにおけるルーチンサンプル測定、
品質保証、プロセス開発アプリケーションでの使用を目的として設計されています。 
4 チャンネルの Raman Rxn2 は、プロセス開発活動をサポートするユーザー向けに設計さ
れており、複数の容器を監視することができます。複数の異なる反応を同時に追跡できる
ため、プロセスの知識を迅速に構築し、ラボからプロセス環境への技術移転を簡素化する
ことができます。 
Raman RunTime ソフトウェアが組み込まれた Raman Rxn2 シングルチャンネルおよび 
4 チャンネルアナライザは、プロセス分析技術（PAT）やクオリティ・バイ・デザイン
（QbD）アプリケーションにおいて、製薬産業の GLP（Good Laboratory Practice）およ
び GMP（Good Manufacturing Practice）の管理対象となる分野のニーズに応えること
ができます。 
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3.1.2 Raman Rxn2 Hybrid 構成 

Raman Rxn2 Hybrid 構成は、Rxn-20 広範囲測定プローブと 2 つ目の代替（ALT）後方散
乱プローブ用のコネクタを備えた、ユニークな構成となっています。Raman Rxn2 Hybrid 
構成は、785 nm の励起波長レーザーでのみ使用できます。 

この 2 種類のプローブにより、固体、液体、混濁測定物のさまざまなアプリケーションに
対応できます。後方散乱浸漬プローブは、短い焦点、光学窓、気泡除去構造のため、液体
の測定に適しています。Rxn-20 プローブは広範囲測定向けに最適化されており、固体およ
び混濁測定物の焦点フリー、非接触での代表的測定が可能です。Hybrid 構成は、ラボ、品
質管理、プロセス開発のためのサンプリングの柔軟性を最大限に高めることができます。 

Raman RunTime ソフトウェアがアナライザに組み込まれた Raman Rxn2 Hybrid 構成は、
プロセス分析技術（PAT）やクオリティ・バイ・デザイン（QbD）アプリケーションにお
いて、製薬産業の GLP（Good Laboratory Practice）および GMP（Good Manufacturing 
Practice）の管理対象となる分野のニーズに応えることができます。 

3.1.3 Raman Rxn2 Starter 構成 

標準の Raman Rxn2 Starter 構成は、1 つの Rxn-10 ラマン分光プローブを搭載したアナラ
イザです。アップグレードオプションとして、アナライザに最大 4 チャンネルまで設定す
ることができ、アナライザは Endress+Hauser の液体用プローブまたはバイオプロセスプ
ローブの全製品と互換性を持ちます。Raman Rxn2 Starter 構成は、785 nm の励起波長
レーザーでのみ使用できます。 

Raman Rxn2 Starter 構成は、材料品質、反応監視、基礎科学研究、品質保証、未知試料の
同定など、可動式カートまたは卓上での使用向けに設計されています。Rxn-10 プローブ
と互換性のある各種の非接触式または浸漬式オプティックにより、さまざまなアプリケー
ションを柔軟にサポートします。 
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3.2 製品構成 

3.2.1 フロントパネル 

機器のフロントパネルには、標準的なユーザーインタフェースがあります。これには、
ON/OFF 主電源スイッチ、レーザー ON/OFF キースイッチ、発光ダイオード（LED）イン
ジケータ、ユニバーサルシリアルバス（USB）3.0 ポートが含まれます。 

 
図 1. Raman Rxn2 4 チャンネルアナライザのフロントパネル 

# 名称 説明 

1 レーザーキースイッチ レーザーキースイッチは、レーザーのオン/オフを切り替えま
す。レーザーキースイッチに隣接する赤色 LED インジケータは、
レーザー出力状態を示します。有効にするには、キーを ON 位置
に回します。 

2 主電源スイッチ 主電源スイッチは、レーザーキースイッチの位置に関係なく、
レーザーを含む機器の電源をオン/オフします。電源押しボタ
ンには電源シンボルの形をした青色 LED が組み込まれてお
り、システムの電源状態を示します。電源押しボタンは、組込
みソフトウェアが通信できないときに、点滅コードを使用して
エラー状態を通知します。 
機器をオンにするには、電源ボタンを 1 回押します。応答する
機器をオフにする場合は、Raman RunTime を使用してシャッ
トダウンします。機器が応答しない場合は、電源ボタンを 10 
秒間長押しして電源を切ることができます。 

A0054420 

1 
3 
4 

2 
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# 名称 説明 

3 プローブ接続状態 
インジケータ 

レーザーキーと USB 3.0 ポートの間にある一連の黄色 LED イ
ンジケータは、プローブの物理的な接続状態を示します。
Raman Rxn2 4 チャンネル構成のフロントパネルには 4 つの LED 
インジケータがありますが、Raman Rxn2 Hybrid 構成には 2 つ、
Raman Rxn2 シングルチャンネル構成には 1 つの LED インジ
ケータが、それぞれのフロントパネルに装備されています。 

4 USB 3.0 ポート USB 3.0 ポートは、USB フラッシュドライブを使用して機器か
ら診断情報エクスポートを取得するために使用されます。 

3.2.2 リヤパネル 

機器のリヤパネルには、標準的な入出力（I/O）ポートがあります。これには、タッチスク
リーン、USB、イーサネット、シリアル、ビデオの各ポートが含まれます。 

 
図 2. Raman Rxn 組込みアナライザのリヤパネル外部入出力回路 

# 名称 説明 

1 タッチスクリーン  
USB ポート 

タッチスクリーンに接続するために使用される USB 2.0 ポート 

2 USB ポート（予備） USB 2.0 バックアップポート。将来使用するための予備 

3 イーサネットポート（2） ネットワーク接続用のイーサネットポート 

4 タッチスクリーン 
ビデオポート 

タッチスクリーン現場表示器と接続するためのタッチスクリー
ンビデオポート（必要に応じて） 

5 RS-485 シリアルポート RS-485 シリアルポート（半二重）。Modbus リモート端末装置
（RTU）経由でオートメーションデータを提供。Raman RunTime 
でポートの設定が可能 

 

TOUCHSCREEN DISPLAY

RS-485

NETWORK 1 NETWORK 2

AUX

1  

2  

4  

5  
3  

A0048691 
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4 製品の受入検査および製品識別表示 

4.1 受入検査 

1. 梱包が破損していないことを確認してください。梱包が破損している場合は、サプラ
イヤに通知してください。問題が解決されるまで破損した梱包を保管してください。 

2. 内容物が破損していないことを確認してください。納品物が破損している場合は、サプ
ライヤに通知してください。問題が解決されるまで破損した製品を保管してください。 

3. すべての納入品目が揃っており、欠品がないことを確認してください。発送書類と注
文内容を比較してください。 

4. 保管および輸送用に、衝撃や湿気から確実に保護できるように製品を梱包してくださ
い。納入時の梱包材を使用すると、最適な保護効果が得られます。許容周囲条件を必
ず遵守してください。 

ご不明な点がございましたら、当社ウェブサイト（https://www.endress.com/contact）か
らお近くの販売代理店をご確認の上、そちらにお問い合わせください。 
 

注意 

不適切な運搬によりアナライザを損傷する恐れがあります。 
 アナライザを運搬する場合は、必ず昇降台車またはフォークリフトを使用してくだ

さい。 

4.1.1 銘板 

アナライザの背面にある銘板には、機器に関する以下の情報が記載されています。 
• 製造者連絡先情報 
• レーザー放射に関する注記 
• 感電に関する注記 
• モデル番号 
• シリアル番号 
• 波長 
• 最大出力 
• 製造月 
• 製造年 
• 特許情報 
• 認証情報 
銘板の情報とご注文内容を照合してください。 

https://endress.com/contact
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4.1.2 製品の識別 

製品のオーダーコードとシリアル番号は以下の位置に表示されています。 

• 銘板 

• 出荷書類 

4.1.3 製造者所在地 

Endress+Hauser 
371 Parkland Plaza 
Ann Arbor, MI 48103 USA 

4.2 納入範囲 

以下に納入範囲を示します。 

• 注文した構成の Raman Rxn2 アナライザ  

• Raman Rxn2 取扱説明書  

• Raman RunTime 取扱説明書 

• Raman Rxn2 製品性能証明書  

• 各国の適合宣言（該当する場合） 

• 危険場所で使用するための証明書（該当する場合）  

• オプションの Raman Rxn2 アクセサリ（該当する場合） 

納入品に関してご不明な点がございましたら、あるいは欠落している納入品がございまし
たら、当社ウェブサイト（https://www.endress.com/contact）からお近くの販売代理店を
ご確認の上、そちらにお問い合わせください。 

https://endress.com/contact
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5 電気接続 

5.1 ポート接続 

 
図 3. Raman Rxn2 4 チャンネルアナライザのリヤパネル 

# 説明 

1 電気光学（EO）ファイバー接続 

2 排気口 

3 CDRH 認証ラベル 

4 リモートインターロックコネクタ 

5 外部回路 I/O パネル 

6 AC インレット：AC 100～240 V、50/60 Hz 

A0054421 

5 

1 
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5.2 電源および接地 

Raman Rxn2 には、機器の背面に電源用の標準的な IEC-320 C-14 インレットがあります。
IEC-320 C-13 プラグ付きの電源コードであれば、ベースユニットに接続できます。 
Raman Rxn2 は、AC 100～240V、50/60 Hz の AC 電源に対応しています。米国のアプリ
ケーション用には、電源コードが付属します。米国以外のアプリケーションの場合は、各地
域/各国の規格に適合する電源ケーブルをユーザーが用意する必要があります。 

また機器の背面には、必要に応じて追加接地するための機能接地端子が備えられています。
一次接地は、IEC 電源インレットプラグの接地端子を介して行われ、これを建物の接地シス
テムに接続する必要があります。 

電源コードの取外しが困難になるような Raman Rxn2 の配置にしないでください。 
Raman Rxn2 システムに適した定格の電源ケーブルのみを使用してください。 
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6 設定 

6.1 電気相互接続ブロック図 

6.1.1 Raman Rxn2 シングルチャンネル構成 

 
図 4. Raman Rxn2 シングルチャンネル構成 

A0054422 
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6.1.2 Raman Rxn2 4 チャンネル構成 

 
図 5. Raman Rxn2 4 チャンネル構成 

A0054423 
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6.1.3 Raman Rxn2 Hybrid 構成 

 
図 6. Raman Rxn2 Hybrid 構成 

A0054424 



Raman Rxn2  簡易取扱説明書 

Endress+Hauser 19 

6.2 危険場所取付図 

 
図 7. 危険場所取付図（4002396 X6） 

A0049010 
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6.3 Raman Rxn2 の内部 

カバーを取り外した Raman Rxn2 の内部を以下に示します。内部のコンポーネントは、すべ
ての構成で共通です。 

 
図 8. Raman Rxn2 アナライザの内部 

# 説明 

1 電源制御モジュール（PCM） 

2 電源 

3 内蔵温度センサ 

4 励起および収集用光ファイバー 

5 組込みコントローラ 

6 レーザーモジュール 

7 周囲温度センサ付きの吸気口 

8 分光器モジュール 

9 CSM モジュール 

10 シリアル変換器 

11 USB ハブ 
 

A0054425 
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6.4 エアーフィルタ 

Raman Rxn2 には、ベースユニットへの粉塵の吸入を低減するため、粘着性のあるポリエ
ステル製エアーフィルタエレメントが組み込まれています。エアーフィルタは、機器の前
面にあるマグネットで固定されたアクセスパネルからアクセスできます。エアーフィルタ
は、1 ヶ月に 1 回、または組込みソフトウェアが内部過熱エラーを通知した場合に、圧縮
空気で清掃する必要があります（周囲温度が仕様範囲内の場合）。極端に粉塵の多い環境
では、エアーフィルタをより頻繁に清掃してください。エアーフィルタには青色の粘着面
があり、これをベースユニットの外側に向ける必要があります。 

交換用エアーフィルタ（部品番号 70207492）が必要な場合は、当社ウェブサイト
（https://endress.com/contact）からお近くの販売代理店をご確認の上、そちらにお問い
合わせください。 

 
図 9. エアーフィルタにアクセスする場合に引く（1） 

 

A0054420 

1 

https://endress.com/contact
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7 操作 

 危険 

 Raman Rxn2 アナライザの主電源スイッチおよびレーザーキーを ON にした場合は、
必ずプローブにシャッターまたはカバーを付けるか、プローブを測定対象のサンプル
に浸漬させたままにしてください。 

7.1 Raman RunTime 組込みソフトウェア 

Raman RunTime は、すべての Raman Rxn2 アナライザにインストールされている組込み
制御ソフトウェアです。これは、標準的な多変量解析とオートメーションプラットフォー
ムとの容易な統合を目的としており、リアルタイムでの in situ プロセス監視と制御ソ
リューションを可能にします。Raman RunTime は、OPC および Modbus インタフェース
に対応しており、アナライザのデータおよびアナライザ制御機能をクライアントに提供し
ます。Raman RunTime を搭載した Raman Rxn2 の設定方法と使用方法に関する詳細な説
明については、Raman RunTime 取扱説明書（BA02180C）を参照してください。 

7.2 Raman RunTime の初期設定 

Raman RunTime ソフトウェアの初期設定を行う場合は、以下の手順に従ってください。 

1. アナライザ名をカスタマイズします。初期設定の名前は「Raman Analyzer」です。 

• Raman RunTime ダッシュボードから Options > System > General に移動します。 

• Instrument Name フィールドをクリックします。 

• 任意の名前（例：Raman Rxn2-785 SBAAAF12000）を入力して Apply をクリック
します。このアナライザ名によって、診断情報エクスポートおよび校正レポート内
でシステムが識別されます。 

2. （任意）タッチスクリーンを校正します。 

• ダッシュボードから Options > System > General > Calibrate Touch Screen に移動
します。 

• 画面上の指示に従ってください。画面上の指示に従うときに、指先を使用して要求
されるタッチポイントに触れると、より良い校正を実現できます。 
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3. 通信プロトコル用の識別情報およびネットワーク設定をカスタマイズします。 

• Options > System > Network に移動します。 

• Hostname フィールドをクリックします。 

• 任意の名前を入力して Apply をクリックします。Raman Rxn システムはホスト名
によって通信プロトコルで識別されるため、これは重要な手順です。 

DHCP を使用する場合、IP アドレスは自動的に取得されます。 

• （任意）必要に応じて静的 IP の情報を入力し、Apply をクリックします。 

4. 日付と時刻を設定します。 

• ダッシュボードから Options > System > Date & Time に移動します。 

• 時刻、日付、タイムゾーンを設定します。あるいは 

• Time Synchronization を有効にします。ローカルネットワーク上のタイムサーバー
アドレスを指定します。 

• Apply をクリックします。 

 手動で日付と時刻を設定する場合は、他の調整に進む前に、タイムゾーンが正
しく設定されていることを確認します。 

 スペクトル収集、結果ファイル、通信プロトコルはシステムの日付/時刻に
よって管理されるため、この手順も重要です。 

5. 各プローブ/象限の名前を指定します（Probe 1、Probe 2 など）。 

• ダッシュボードから、名前を付けるプローブのタイトルバーをクリックします。
ストリームまたはプローブの詳細が表示されます。 

• Settings Tab を選択して Name をクリックします。 

• プローブの名前を入力して Apply をクリックします。 

• システムを安定化させるために、校正作業に進む前に 2 時間以上の間隔を置いて
ください。 

6. 初回の校正および検証方法については、Raman RunTime 取扱説明書（BA02180C）
を参照してください。 
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7.3 校正および検証 

さまざまな時間や異なるアナライザで取得したデータを比較するには、信頼性が高く、移
設可能な校正が重要です。同じサンプルを分析するさまざまな機器が適切に校正されてい
れば、ほぼ同一のスペクトルを生成できます。Raman RunTime ソフトウェアパッケージ
には、波長と強度軸、レーザー波長を自動的に校正するための手順をガイドする、自動校
正ウィザードが含まれています。 

取付け時の初回校正後は、Raman Rxn2 の波長とレーザー校正を維持するには、通常は 
Calibrate Periodically（定期的な校正）機能で十分です。 

推奨される校正および検証シーケンスの概要は、以下の通りです。 

1. 内部校正 

2. プローブ校正 

3. プローブの検証 

7.3.1 内部校正 

Raman Rxn2 アナライザは、分光器およびレーザー波長の内部校正基準を備えています。
内部校正には、以下のオプションがあります。 

• Automatic（自動）：機器が校正済みの場合、現在のアナライザの応答と校正仕様を
比較し、仕様範囲から少し外れている場合はアルゴリズムによる補正を適用します。
また、分光器波長、レーザー波長、あるいはその両方が仕様範囲外の場合、再校正も
行います。アナライザが未校正の場合は、アライメント校正を行い、その後、全波長
校正と全レーザー波長校正を行います。 

• Recalibrate X Axis（X 軸の再校正）：最初にアナライザが仕様範囲内にあるかどうか
を確認することなく、全波長とレーザーの校正を行います。 

• Recalibrate All（すべての再校正）：全分光器波長校正と全レーザー波長校正を行う
前に、アライメント校正を繰り返します。Recalibrate All が完了すると、すべてのプ
ローブの強度校正と検証が無効になることに注意してください。 

定期的な内部校正の実行手順または設定手順については、Raman RunTime 取扱説明書
（BA02180C）の「校正および検証」セクションを参照してください。 
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7.3.2 プローブ校正 

Raman Rxn2 の感度は、オプティックのスループットや CCD の量子効率の変動に応じた
波長によって異なります。Raman RunTime のプローブ校正機能を使用すると、測定ス
ペクトルからこの変動の影響を取り除くことができます。 

Raman Rxn2 アナライザのプローブ校正は、プローブ固有の校正キットまたはラマン校正
用アクセサリ HCA を使用して実行できます。適切な校正用アクセサリを確認する場合
は、プローブまたはオプティックの関連資料を参照してください。特定のアナライザ/プ
ローブの組合せを校正する方法については、校正用アクセサリの関連資料を参照してくだ
さい。各チャンネルを個別にプローブ校正する必要があります。 

たとえば、別のプローブの動作中にプローブを設定する必要がある場合など、実験の進行
中にプローブの校正を実行することが可能です。プローブ校正が始動すると、現在進行中
のすべての収集処理は自動的に中断され、校正が続行されます。校正が完了すると、アク
ティブなプローブが自動的に通常動作を再開します。 

7.3.3 プローブの検証 

プローブ検証ウィザードは、Raman Rxn2 が仕様範囲内で動作していることを確認するた
めに使用できます。プローブ検証では、標準ラマンサンプル（通常は 70 % IPA またはシ
クロヘキサン）のラマンスペクトルを取得し、得られたスペクトルのピーク位置、ピーク
面積比、ラマン信号強度を分析します。ピーク位置の検証では、分光器とレーザー波長の
校正が仕様範囲内であることを確認します。ピーク面積比の検証では、プローブの強度校
正が仕様範囲内であることを確認します。信号強度の検証では、機器の信号対ノイズ
（S/N）比が仕様範囲内であることを確認します。合格/不合格の表示とともに、検証の各
ステップの結果を示すレポートが作成されます。 

この手順は、ラマンスペクトルの収集に必須ではありませんが、強く推奨されます。適切
な検証用アクセサリや使用可能な基準液を確認する場合や、特定のアナライザ/プローブ
の組合せを検証する方法を確認する場合は、プローブまたはオプティックの関連資料を参
照してください。 
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8 診断およびトラブルシューティング 

Raman RunTime は、アナライザに必要なトラブルシューティング方法の特定に役立つ診
断情報を提供します。追加情報については、Raman RunTime 取扱説明書（BA02180C）
の「システムの警告およびエラー」セクションを参照してください。 

8.1 警告およびエラー 

メイン画面のステータスバー中央にあるステータスボタンには、システムの現在の状態が
表示されます。 

 

シンボル 説明 

 

システムが完全に校正され、予期したように動作すると、メイン画面のステータスバー
中央にあるステータスボタンに OK と表示され、ボタンが緑色になります。 

 

システム警告が発生すると、ステータスボタンが黄色に変わります。警告は確認する
必要がありますが、直ちに対処する必要はありません。警告の詳細を表示するには、
ステータスボタンをクリックします。最も一般的な警告は、すべてのチャンネルが使
用されていない場合に発生します。問題が解決されるまで、ボタンは点滅し続けます。 

警告の詳細を表示するには、ステータスボタンをクリックします。 

 

システムエラーが発生すると、ステータスボタンが赤色に変わります。エラーが発生し
た場合は、システム性能を回復させるために直ちに対処する必要があります。 

エラーの詳細を表示するには、ステータスボタンをクリックします。 

8.2 ご連絡先の情報 

技術サービスについては、当社ウェブサイト（https://www.endress.com/contact）から
お近くの販売代理店をご確認の上、そちらにお問い合わせください。 

https://endress.com/contact
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